
令
和
五
年
度 

道
伝
え
の
日 

芭
蕉
忌
句
会 

入
賞
句 

○
兼
題
句
「
芭
蕉
忌
」 

［
俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部 

大
野
鵠
士
選
］ 

一
八
、 
芭
蕉
忌
の
独
り
の
煮
炊
き
怠
ら
ず 

佐
藤 

満
知
子 

 
芭
蕉
の
生
き
方
を
偲
ば
せ
る
よ
う
な
、
懈
怠
な
き
あ
り
方
が
示
さ
れ
た
潔
い
句
だ
。 

二
二
、 

芭
蕉
忌
の
釜
鳴
り
を
聞
く
平
点
前 

澤
木 

正
子 

 

特
別
な
客
人
は
座
に
存
在
せ
ず
、
ひ
た
す
ら
聴
覚
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
閑
寂
の
極
み
を
出
現
さ

せ
た
。 

 

・
互
選 

［
一
席
］ 

一
五
、 

傘
立
て
の
寄
り
添
ふ
杖
や
芭
蕉
の
忌 

奥
田 

貴
美
子 

［
二
席
］ 

一
八
、 

芭
蕉
忌
の
独
り
の
煮
炊
き
怠
ら
ず 

佐
藤 

満
知
子 

［
三
席
］ 

二
六
、 

箒
目
に
鳥
影
過
る
翁
の
忌 

役
田 

八
重
子 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

○
当
季
雑
詠
句
（
秋
・
冬
） 

［
俳
人
協
会
岐
阜
県
支
部 

大
野
鵠
士
選
］ 

 

九
、 

こ
の
町
に
喪
の
灯
も
あ
ら
む
良
夜
か
な 

下
垣
内 

町
子 

 

天
界
の
曇
り
な
き
名
月
に
対
比
さ
せ
た
地
上
の
町
の
灯
の
中
に
喪
の
灯
を
点
じ
、
想
像
力
の

翼
を
豊
か
に
羽
ば
た
か
せ
た
。 

一
一
、 

星
飛
ん
で
ま
た
ひ
と
つ
消
す
金
蘭
簿

き

ん

ら

ん

ぼ 

長
瀬 

理
々
子 

 

星
の
命
が
消
え
る
の
と
相
呼
応
す
る
よ
う
に
「
金
蘭
簿
」
か
ら
名
を
消
す
行
為
は
、
あ
で
や

か
な
が
ら
悲
哀
の
気
に
満
ち
て
胸
を
沾
ら
す
。 

 

・
互
選 

［
一
席
］ 

 

九
、 

こ
の
町
に
喪
の
灯
も
あ
ら
む
良
夜
か
な 

下
垣
内 

町
子 

三
六
、 

箒
目
も
庭
の
景
と
し
萩
の
寺 

楢
本 

洋
子 

［
三
席
］ 

二
二
、 

強
面
の
漁
師
の
ピ
ア
ス
寒
昴 

澤
木 

正
子 

二
五
、 

納
骨
の
母
膝
に
抱
く
小
春
か
な 

今
寺 

久
枝 

 



令
和
五
年
度 

道
伝
え
の
日 

芭
蕉
忌
句
会 

高
校
生
の
部 

入
賞
句 

○
当
季
雑
詠
句(

秋
・
冬)

 
・
飛
驒
俳
句
会
代
表 

伊
藤
浩
子
選 

［
吉
城
高
等
学
校
］ 

入 

賞 

場
外
に
ボ
ー
ル
飛
ば
し
て
秋
麗 

二
年 

岩
塚

い
わ
つ
か 

紗
都

さ

と 

 

野
球
だ
ろ
う
か
？
澄
み
切
っ
た
青
空
へ
ぐ
ん
ぐ
ん
伸
び
る
場
外
ホ
ー
ム
ラ
ン
。 

季
語
の
秋
麗
が
作
者
の
心
に
ピ
ッ
タ
リ
で
あ
る
。 

 
 

 

［
飛
騨
神
岡
高
等
学
校
］ 

入 

賞 

霜
柱
リ
コ
ー
ダ
ー
か
ら
出
る
邪
悪 

三
年 

中
島

な
か
し
ま 

咲
音

さ

き

ね 

 

リ
コ
ー
ダ
ー
は
音
が
不
安
定
で
、
息
の
強
さ
や
方
向
で
思
わ
ぬ
音
が
出
て
し
ま
う
。 

 

作
者
は
そ
の
音
に
や
や
憎
し
み
を
感
じ
邪
悪
と
表
現
し
た
。
霜
柱
の
よ
う
に
キ
ラ
キ
ラ
し
た
透
明

な
音
を
出
し
た
い
作
者
で
あ
る
。 

入 

賞 

秋
の
蝶
夢
の
決
ま
ら
ぬ
我
置
い
て 

二
年 

井
上

い
の
う
え 

歩
香

ふ

み

か 

 

 

高
校
二
年
生
の
作
者
は
進
路
に
迷
っ
て
い
る
。
あ
れ
こ
れ
考
え
て
い
る
窓
の
外
に
は
秋
蝶
が
自
由

自
在
に
飛
び
交
っ
て
い
る
。
羨
ま
し
く
思
い
な
が
ら
も
、
大
切
な
自
分
の
将
来
を
じ
っ
く
り
考
え
る

作
者
で
あ
る
。 

入 

賞 

木
犀
の
香
り
の
先
に
戦
火
の
世 

二
年 

中
島

な
か
し
ま 

聖
音

さ

と

ね 

 

秋
晴
の
木
犀
の
香
が
漂
う
日
向
に
い
る
作
者
に
続
く
空
の
下
で
、
人
々
が
殺
し
合
っ
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
割
り
切
れ
な
い
苛
立
た
し
さ
が
句
に
な
っ
た
。 

 
 

 

 

 

 

 


